
応募調査名：

保温材、断熱材、スレート等のアスベスト
含有建材の劣化等に伴う飛散性に関する調査報告

平成２２年度 建築基準整備促進補助金事業 報告会

応募テーマ：１７.「アスベスト対策に資する検討」

事業主体
清水建設（株）
（株）大林組
鹿島建設（株）
大成建設（株）
（株）竹中工務店
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調査目的 1/2

平成17年12月の社会資本整備審議会建築分科会（国土
交通省に設置）の建議「建築物における今後のアスベス
ト対策について」において、吹付けアスベスト及びアスベ
スト含有吹付けロックウール以外のアスベスト含有建材
についてはアスベスト繊維の飛散性等に関して十分な知
見がなく、今後も調査研究を行うことが必要とされている。

独立行政法人 建築研究所との共同研究として実施。
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調査目的 2/2

○ サンプル調査・実態濃度測定

（イ）吹付けアスベスト等＊以外のアスベスト含有建材について、
通常時及び劣化時におけるアスベスト繊維の飛散性に関する
サンプル調査・実態濃度測定

（ロ）機械室、エレベーターシャフト、及び空調経路等について、
通常時及び劣化時におけるアスベスト繊維の飛散性に関する
サンプル調査・実態濃度測定

（ハ）建築物の利用を続けながらアスベスト含有建材の除去等を行
う場合における、当該改修工事の上下階や隣室等のアスベス
ト繊維の飛散性に関するサンプル調査・実態濃度測定

＊：吹付けアスベスト及びアスベスト含有吹付けロックウール
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調査体制 1/4

4

（仮称）アスベスト対策委員会

委員会設置・調査計画の検討

サンプル調査・実態濃度測定
分析・測定方法等の決定

アスベスト対策作業WG

サンプル調査・実態濃度測定
の計画策定

サンプルの調査・実態濃度測
定の対象建物等選定、分析・

測定方法等の検討

サンプルの調査・実態濃度測
定の実施

調査結果・検討結果の
とりまとめ

最終検討

報告書案作成報告書の作成

■委員会・WG運営調整等の委託

■サンプルの調査・実態濃度測定
　　計画（案）作成

■現場調査依頼

■現場調査の提供・立ち会い

■現場調査の調整

■分析会社への委託

■現場調査報告・記録作成

■現場調査データ整理

■報告書のとりまとめ

幹事WG



調査体制 2/4

■アスベスト対策検討委員会 構成

委 員 長 鎌田元康 東京大学名誉教授

委 員 本橋健司 芝浦工業大学教授

委 員 島田啓三 社団法人日本建設業団体連合会参与

委 員 富田雅行 ニチアス㈱ 執行役員管理本部本部長

委 員 小西淑人 ㈱エフアンドエーテクノロジー研究所代表取締役社長

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 高木直人 国土交通省住宅局建築指導課課長補佐

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 小堀 啓 国土交通省住宅局建築指導課係長

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 赤丸真弓 (財)日本建築センター建築技術研究所開発部開発課長

平成23年3月現在
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調査体制 3/4

■アスベスト対策検討作業ＷＧ 構成

主 査 本橋健司 芝浦工業大学教授

委 員 島田啓三 社団法人日本建設業団体連合会参与

委 員 大越慶二 ㈱ファーストビルト代表取締役専務

委 員 外山尚紀 ＮＰＯ法人 東京労働安全衛生センター

協力委員 野口雄二 独立行政法人都市再生機構住宅経営部ｽﾄｯｸ活用技術チーム

協力委員 小澤修一 独立行政法人都市再生機構住宅経営部ｽﾄｯｸ活用技術チーム

協力委員 赤丸真弓 (財)日本建築センター建築技術研究所開発部開発課長

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 高木直人 国土交通省住宅局建築指導課課長補佐

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 小堀 啓国土交通省住宅局建築指導課係長

平成23年3月現在

6



調査体制 4/4

■幹事ＷＧ 構成

川口正人 清水建設㈱技術研究所生産技術センター品質・検査グループ主任研究員

梅本和夫 ㈱大林組建築本部本部長室生産企画課課長

松本 肇 鹿島建設㈱建築管理本部建築技術部技術管理グループ長

安全環境部 次長（兼務）

青島 等 大成建設㈱建築本部建築技術部主事

大竹隆夫 ㈱竹中工務店東京本店安全環境部副部長

古賀純子 独立行政法人建築研究所材料研究グループ主任研究員

浅田素之 清水建設㈱技術研究所生産技術センター品質・検査グループ主任研究員

布施幸則 清水建設㈱技術研究所生産技術センター品質・検査グループ副主任研究員

名知洋子 清水建設㈱技術研究所生産技術センター研究開発支援センター研究員

山階光将 ㈱大林組建築本部本部長室生産企画課副課長

伊藤 哲 鹿島建設㈱建築管理本部建築工務部工務グループ課長

熊澤 敦 鹿島建設㈱建築管理本部建築工務部工務グループ課長代理

森 直樹 大成建設㈱技術センター建築技術開発部建築生産技術開発室エコプロダクトチーム次長

大山能永 大成建設㈱技術センター建築技術開発部建築生産技術開発室エコプロダクトチーム課長

小松 保 ㈱竹中工務店東京本店安全環境部主任環境担当
平成23年3月現在
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調査内容(イ)

吹付けアスベスト等以外のアスベスト含有建材の
アスベスト繊維の飛散性調査

建築基準法上規制対象の吹付けアスベスト及びアスベスト
含有吹付けロックウール以外のアスベスト含有建材に関す
る建材中のアスベスト含有分析及び通常時及び劣化時にお
けるアスベスト繊維の飛散性に関する実態濃度測定を実施

（L1）吹付けバーミキュライト

（L2）硅藻土保温材、煙突断熱材、保温材（ダクト）

耐火被覆板、ケイカル板2種
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調査内容(ロ)

機械室、エレベーターシャフト、及び空調経路等
のアスベスト繊維の飛散状況調査

機械室、エレベーターシャフト及び空調経路等に使用され

ているアスベスト含有建材に関するアスベスト含有分析及
び当該建材使用箇所からの通常時及び劣化時におけるアス
ベスト繊維の飛散性に関する実態濃度測定を実施

（L1）吹付けアスベスト、吹付けロックウール

（L2）硅藻土保温材、煙突断熱材、ケイカル板2種
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調査内容(ハ)

建築物の利用を続けながらアスベスト含有建材の
除去等をおこなう場合における、当該改修工事の
上下階や隣室等のアスベスト繊維の飛散状況調査

アスベスト含有建材の除去改修工事時等の作業場上下階
や隣室等＊におけるアスベスト繊維の飛散性に関する実態
濃度測定を実施

（L1）吹付けアスベスト、吹付けロックウール

＊：層間塞ぎ（層の区画）や防火区画の一部として吹付けアスベスト
等が用いられている場合、複合材により耐火被覆が形成されてい
る場合及び折板の周囲に隙間がある場合などの隣室
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アスベスト繊維の飛散性状の調査

 対象：吹付けアスベスト、アスベスト含有吹付けロック
ウール、吹付けバーミキュライト、吹付けパーライト、保
温材、煙突用断熱材、金属折板用フェルト状断熱材、
耐火被覆板、アスベスト含有成形板等

 経年劣化の影響、アスベスト飛散防止処理工事の効
果、工事の影響等

 アスベスト含有率(JIS A 1481:2008)

 繊維状粒子濃度(JIS A 3850-1:2006)光学顕微鏡法に

より、総繊維数濃度、無機質繊維数濃度、アスベスト繊
維数濃度を求めた。
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調査対象建物の確保

 国土交通省、地方公共団体、（財）日本建築セ
ンター等の協力により、各機関、会社等から対
象建材を有する建物の候補を抽出

 アスベスト対策検討WGにおいて対象建築物の
選定
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調査建材の劣化度の判定

 目視での劣化判定を実施

平成21･22年度調査に
おける劣化の表記

定 義
平成20年度調査にお
ける劣化の表記

劣 化 全体に劣化が認められる

劣 化

やや劣化
全体に劣化が認められる
劣化の程度は著しくない

一部劣化 部分的な劣化

一部損傷
物品等の衝突等による

部分的な損傷

通 常 劣化が認められない 通 常
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調査建材の劣化度の判定例(1/5)
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吹付けアスベスト

象現 外観写真 判断（備考）

表
面
の
毛
羽
立
ち

劣化
建材表面の全体に毛羽立ちが認めら
れる

やや劣化
建材表面の全体に毛羽立ちが認めら
れるものの程度は著しくない

局
部
的
欠
損

一部損傷

物品等の衝突と推定される局部的な
欠損が認められる

浮
き

一部劣化
漏水痕を伴う浮き、局部的に浮きが
発生している



調査建材の劣化度の判定例(2/5)
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吹付けバーミキュライト

象
現

外観写真
判断
備考

剥
落

一部劣化
漏水痕を伴う剥落、
局部的に浮きが発
生している

耐火被覆板

象
現

外観写真
判断

備考

剥
落

一部損傷

局部的に損傷箇所
があるものの全体
的には補修がなさ
れ良好な状態が保
たれている。



調査建材の劣化度の判定例(3/5)
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けいそう土保温材

現
象

外観写真
判断

備考

表
面
材
の
剥
落

劣化

左は被覆材が剥落し
保温材が露出してい
る状況。右は露出し
た保温材の拡大写真。

く
ず
れ

落
・
繊
維
の
表

面
材
の
剥

劣化

被覆材が剥落し、保
温材も繊維がくずれ
ている状況。



調査建材の劣化度の判定例(4/5)
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煙突断熱材（カポスタック）

象
現

外観写真
判断

備考

表
面
材
の
剥
落

やや劣化

表面からの剥落が（目視可
能範囲の）全面にみられる
ものの、煙突下部において
剥落片等が確認できなかっ
たためやや劣化と判断した。

損
傷

一部損傷

灰出し口（左図）において、
カポスタックが引き裂かれ
て施工されている。上部
（右図、灰出し口よりの見
上げ）は健全

毛
羽
立
ち

表
面
層
の

一部表面層の毛羽立ち

写真では判別が困難である
が、一部で表面の毛羽立ち
が確認された。



調査建材の劣化度の判定例(5/5)
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スレート板

現
象

外観写真
判断

備考

端
部
の
わ
れ

一部損傷

端部のわれは物品の衝
突等が原因と推定され
るため損傷と判断した。

繊
維
の
く
ず
れ

劣化

毛
羽
立
ち

表
面
の

劣化



繊維数濃度の意味

 総繊維数濃度：位相差顕微鏡法により倍率400倍以上
で、 JIS A 3850-1:2008に準拠して幅３μm未満、長さ
5μm以上、アスペクト比1:3以上の有機系繊維状粒子、

アスベスト以外の無機質繊維状粒子、アスベスト繊維を
カウントする。

 無機質繊維数濃度：低温プラズマ処理や加熱処理によ
り有機質繊維を分解した後、位相差顕微鏡法により倍
率400倍以上で、無機質繊維状粒子をカウントする。

 アスベスト繊維数濃度：位相差・分散染色法により倍率
400倍以上でアスベスト繊維をカウントする。
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調査内容(イ)アスベスト含有建材の飛散性調査

バーミキュライト吹付け

バーミキュライト吹付け
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（イ） 吹付け材 21

建物名 室名
対象
建材

部位 建材分析結果 建物状況
総繊維数
濃度
ｆ／㍑

無機質
繊維数
濃度
ｆ／㍑

分散染色に
よるｱｽﾍﾞｽﾄ
総繊維濃度
f／㍑

建築物Ａ
①1階廊下
②2階廊下
③3階廊下

吹付け
ﾊﾞｰﾐｷｭﾗｲﾄ

天井
①含有無し
②含有無し
③含有無し

一部劣化 － － －

建築物Ｂ 図書室
吹付け
ﾊﾞｰﾐｷｭﾗｲﾄ

壁 ｸﾘｿﾀｲﾙ　4.7% 通常
①0.50未満
②0.50未満
③0.72

①－
②－
③0.50未満

①－
②－
③－

事務所ﾋﾞﾙＡ 廊下
吹付け
ﾊﾞｰﾐｷｭﾗｲﾄ

天井 ｸﾘｿﾀｲﾙ　0.5％ 通常 0.50未満 － －



調査内容(イ)アスベスト含有建材の飛散性調査

配管硅藻土保温材

ダクト保温材（パッキン）

煙突断熱材
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（イ） 断熱材 23

建物名 室名
対象
建材

部位 建材分析結果 建物状況
総繊維数
濃度
ｆ／㍑

無機質
繊維数
濃度
ｆ／㍑

分散染色に
よるｱｽﾍﾞｽﾄ
総繊維濃度

f／㍑

建築物Ｂ ﾎﾞｲﾗｰ室 けいそう土保温材
①配管
②配管
③配管

①含有無し
②含有無し
③含有無し

劣化 － － －

共同住宅Ａ ﾎﾞｲﾗｰ室 けいそう土保温材 配管
ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ
14.47％

劣化 0.5未満 － －

事務所ﾋﾞﾙＡ ﾎﾞｲﾗｰ室 保温材 ﾀﾞｸﾄﾊﾟｯｷﾝ ｸﾘｿﾀｲﾙ　34.5％ 通常 0.54 0.50未満 －

建築物Ｄ ﾎﾞｲﾗｰ室
煙突断熱材(ｶﾎﾟｽ
ﾀｯｸ)

煙突 ｱﾓｻｲﾄ　40.69% 通常
①2.8
②2.0
③8.2

①2.3
②2.1
③11

①0.5未満
②0.71
③2.7

建築物Dでは測定当日に内装解体を同一建物内で実施していた。
ボイラーは既に撤去済であり、ベニヤ板で閉塞されていた。
ベニヤ板は測定当日に撤去しており、一般的な状態ではない。
①はボイラ室内、②は煙突下部の内部、③は煙突頂部における計測結果である。



調査内容(イ)アスベスト含有建材の飛散性調査

耐火被覆板

24

ケイ酸カルシウム板2種



（イ） 成型板 25

建物名 室名
対象
建材

部位 建材分析結果 建物状況
総繊維数
濃度
ｆ／㍑

無機質
繊維数
濃度
ｆ／㍑

分散染色に
よるｱｽﾍﾞｽﾄ
総繊維濃度
f／㍑

事務所ﾋﾞﾙＢ 事務室 耐火被覆板 耐火被覆部
ｸﾘｿﾀｲﾙ、ｱﾓｻｲﾄ含
有

通常
①0.50未満
②0.50未満
③0.50未満

①－
②－
③－

①－
②－
③－

事務所ﾋﾞﾙＣ ＥＰＳ
けい酸ｶﾙｼｳﾑ板
第2種

層間塞ぎ 含有無し 通常 － － －

事務所ﾋﾞﾙＡ 倉庫

①けい酸ｶﾙｼｳﾑ
板第2種
②けいそう土保温
材

①梁・柱
　
②配管

①ｸﾘｿﾀｲﾙ　0.5％、
ｱﾓｻｲﾄ　3.6％
②ｱﾓｻｲﾄ　9.8％

通常 5.4 0.50未満 －

事務所ﾋﾞﾙＡ
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ機
械室

けい酸ｶﾙｼｳﾑ板
第2種

柱
ｸﾘｿﾀｲﾙ　0.3％、
ｱﾓｻｲﾄ　2.4％

通常 1.4 0.50未満 －



調査内容(ロ)機械室、ELVｼｬﾌﾄ、空調経路等の飛散性調査

エレベータシャフト

26

天井裏

煙突断熱材

電気室



（ロ） 機械室、ELV等（1/5）
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建物名 室名
対象
建材

部位 建材分析結果 建物状況
総繊維数
濃度
ｆ／㍑

無機質
繊維数
濃度
ｆ／㍑

分散染色に
よるｱｽﾍﾞｽﾄ
総繊維濃度

f／㍑

大ﾎｰﾙ天井
裏

吹付け
ｱｽﾍﾞｽﾄ

スラブ・梁 ｸﾘｿﾀｲﾙ　1.7％ 通常 － － －

大ﾎｰﾙ
（隣室）

－ － － －
①1.1
②1.1
③2.2

①0.50未満
②0.50未満
③0.50未満

①－
②－
③－

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰｼｬ
ﾌﾄﾋﾟｯﾄ

吹付け
ｱｽﾍﾞｽﾄ

柱・梁・ﾌﾞﾚｰｽ ｸﾘｿﾀｲﾙ　3.6% 通常 0.5未満 － －

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ
ﾎｰﾙ、ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀｰかご
（隣室）

－ － － －

①0.5
②0.5未満
③0.5未満
④0.5未満
⑤0.5未満

①0.5未満
②－
③－
④－
⑤－

①－
②－
③－
④－
⑤－

建築物Ｅ
ﾎﾞｲﾗｰ室、
電気室

吹付け
ﾛｯｸｳｰﾙ

壁、天井 含有無し
通常
（一部損傷）

－ － －

建築物Ｅ
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ機
械室

吹付け
ﾛｯｸｳｰﾙ

壁、天井 含有無し 通常 － － －

建築物Ｅ
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ機
械室

吹付け
ﾛｯｸｳｰﾙ

壁、天井 含有無し
通常（一部の室
で損傷あり）

－ － －

事務所ﾋﾞﾙＤ

建築物Ａ



（ロ） 機械室、ELV等（2/5）
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建物名 室名
対象
建材

部位 建材分析結果 建物状況
総繊維数
濃度
ｆ／㍑

無機質
繊維数
濃度
ｆ／㍑

分散染色に
よるｱｽﾍﾞｽﾄ
総繊維濃度

f／㍑

ﾎﾞｲﾗｰ室
吹付け
ﾛｯｸｳｰﾙ

壁・柱 ｸﾘｿﾀｲﾙ　6.1%
劣化
一部損傷
（補修箇所あり）

①0.5未満
②0.5未満

①－
②－

①－
②－

ｴﾝﾄﾗﾝｽ
（隣室）

－ － － － 0.5未満 － －

事務所ﾋﾞﾙＥ 電気室
吹付け
ﾛｯｸｳｰﾙ

柱・梁 ｸﾘｿﾀｲﾙ　1.0% 通常 0.50未満 － －

事務所ﾋﾞﾙＥ 設備室
吹付け
ﾛｯｸｳｰﾙ

柱・梁 ｸﾘｿﾀｲﾙ　1.5% 通常
①3.8
②23

①4.7
②24

①0.50未満
②0.50未満

事務所ﾋﾞﾙＥ 空調機械室
吹付け
ﾛｯｸｳｰﾙ

①柱・梁
②壁

①ｸﾘｿﾀｲﾙ　1.0%
②含有無し

通常
①11
②8.2

①1.4
②1.8

①0.50未満
②0.50未満

事務所ﾋﾞﾙＥ 空調機械室
吹付け
ﾛｯｸｳｰﾙ

①柱・梁
②壁

①含有無し
②含有無し

通常 － － －

建築物Ａ 倉庫
吹付けｱｽﾍﾞｽﾄ
(封じ込め処理済)

①天井
②梁

①含有無し
②含有無し

通常 － － －

機械室
吹付けｱｽﾍﾞｽﾄ
(封じ込め処理済)

天井・梁・壁 ｸﾘｿﾀｲﾙ　1.0％ 一部損傷
①0.90
②0.72

①0.50未満
②0.50未満

①－
②－

①廊下
②実習室
（隣室）

－ － － －
①0.90
②0.72

①0.50未満
②0.50未満

①－
②－

共同住宅Ｂ

建築物Ａ



（ロ） 機械室、ELV等（3/5）
29

建物名
※測定状況

室名
対象
建材

部位 建材分析結果 建物状況
総繊維数
濃度
ｆ／㍑

無機質
繊維数
濃度
ｆ／㍑

分散染色に
よるｱｽﾍﾞｽﾄ
総繊維濃度

f／㍑

煙突内
煙突断熱材(ﾆｭｰ
ｶﾎﾟｽﾀｯｸ)

煙突 ｱﾓｻｲﾄ　30.0% 通常 0.72 0.50未満 －

ﾎﾞｲﾗｰ室
（隣室）

－ － － － 0.50未満 － －

煙突内
煙突断熱材(ﾆｭｰ
ｶﾎﾟｽﾀｯｸ)

煙突 ｱﾓｻｲﾄ　16.8% やや劣化 － － －

①ﾎﾞｲﾗｰ室
②ﾎﾞｲﾗｰ室
前廊下
（隣室）

－ － － －
①0.50未満
②0.72

①－
②0.50未満

①－
②－

機械室
煙突断熱材(ｶﾎﾟｽ
ﾀｯｸ)

煙突 ｱﾓｻｲﾄ　30%
通常
一部損傷

①0.5
②0.7
③1.7

①0.5
②0.5
③0.7

①0.5未満
②0.5未満
③0.5未満

廊下
（隣室）

－ － － －
①0.5未満
②0.5未満
③0.5未満

①－
②－
③－

①－
②－
③－

機械室
煙突断熱材(ｶﾎﾟｽ
ﾀｯｸ)

煙突 ｱﾓｻｲﾄ　30%
通常
一部損傷

①1.2
②1.0
③0.5未満
④0.5

①1.0
②0.3
③－
④0.5未満

①0.5未満
②0.5未満
③－
④－

廊下
（隣室）

－ － － －
①0.5未満
②0.5未満
③0.5未満

①－
②－
③－

①－
②－
③－

建築物Ｃ

※煙突頂部閉鎖
時

建築物Ａ

建築物Ｂ

建築物Ｃ

※煙突頂部開放
時



（ロ） 機械室、ELV等（4/5）
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建物名
※測定状況

室名
対象
建材

部位 建材分析結果 建物状況
総繊維数
濃度
ｆ／㍑

無機質
繊維数
濃度
ｆ／㍑

分散染色に
よるｱｽﾍﾞｽﾄ
総繊維濃度

f／㍑

ﾎﾞｲﾗｰ室
煙突断熱材(ｶﾎﾟｽ
ﾀｯｸ)

煙突 ｱﾓｻｲﾄ　22.4％ 通常
①2.2
②0.54

①0.5未満
②0.5未満

①－
②－

廊下
（隣室）

－ － － － 0.5未満 － －

事務室天井
裏

①吹付けｱｽﾍﾞｽﾄ

②けい酸ｶﾙｼｳﾑ
板第2種
③けい酸ｶﾙｼｳﾑ

①壁

②外壁

③梁

①ｸﾘｿﾀｲﾙ　3.3％、
ｱﾓｻｲﾄ　10.3％
②ｱﾓｻｲﾄ　2.5％

③ｱﾓｻｲﾄ　2.6％

通常 － － －

事務室
（隣室）

－ － － －
①1.1
②1.6

①0.50未満
②0.50未満

①－
②－

事務室天井
裏

①吹付けｱｽﾍﾞｽﾄ
②けい酸ｶﾙｼｳﾑ
板第2種

①スラブ
②梁

①ｸﾘｿﾀｲﾙ　6.8％
②ｱﾓｻｲﾄ　2.4％ 通常 － － －

事務室
（隣室）

－ － － － 0.50未満 － －

受水槽室
（旧ﾎﾞｲﾗｰ
室）

煙突断熱材(ﾆｭｰ
ｶﾎﾟｽﾀｯｸ)

煙突 ｱﾓｻｲﾄ　13.9% 劣化
①1.6
②0.50未満

①0.50未満
②－

①－
②－

廊下
（隣室）

－ － － － 2.7 0.50未満 －

建築物Ｆ

事務所ﾋﾞﾙＡ

事務所ﾋﾞﾙＡ

事務所ﾋﾞﾙＡ



（ロ） 機械室、ELV等（5/5）
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共同住宅Aの測定は稼働中の煙突であったため、通常測定に加えインピンジャー法を実施した。
②、④はインピンジャーサンプル、③、⑤はバックアップフィルターの計測データである。

建物名
※測定状況

室名
対象
建材

部位 建材分析結果 建物状況
総繊維数
濃度
ｆ／㍑

無機質
繊維数
濃度
ｆ／㍑

分散染色に
よるｱｽﾍﾞｽﾄ
総繊維濃度

f／㍑

倉庫

①けい酸ｶﾙｼｳﾑ
板第2種
②けいそう土保温
材

①梁・柱

②配管

①ｸﾘｿﾀｲﾙ　0.5％、
ｱﾓｻｲﾄ　3.6％
②ｱﾓｻｲﾄ　9.8％

通常 5.4 0.50未満 －

廊下・階段
室
（隣室）

－ － － － 0.50未満 － －

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ機
械室

①吹付けｱｽﾍﾞｽﾄ
②けい酸ｶﾙｼｳﾑ

①天井
②柱

①ｸﾘｿﾀｲﾙ　8.8％
②ｸﾘｿﾀｲﾙ　0.3％、

通常(吹付けｱｽ
ﾍﾞｽﾄ面はけい酸

1.4 0.50未満 －

階段室
（隣室）

－ － － － 0.50未満 － －

煙突内(煙
突頂部)

①煙突断熱材(ｶ
ﾎﾟｽﾀｯｸ)
②けいそう土保温
材

①煙突

②配管

①ｱﾓｻｲﾄ3.24％

②ﾄﾚﾓﾗｲﾄ/ｱｸﾁﾉﾗｲ
ﾄ14.47％

①通常

②劣化

①測定不可
②34
③2.6未満
④60
⑤2.8未満

①－
②47
③－
④78
⑤－

①－
②2.8
③－
④2.8
⑤－

ﾎﾞｲﾗｰ室
（隣室）

－ － － － 0.5未満 － －

事務所ﾋﾞﾙＡ

事務所ﾋﾞﾙＡ

共同住宅Ａ　♯



（ロ） 機械室、ELV等（備考）
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インピンジャー①で排ガス中の
粒子を水で捕集する。
①で取りきれなかったものを
②でさらに捕集する。
それでも通過するものを③で捕集する。

①と②はフィルターでろ過して
フィルター上に粒子を移し
顕微鏡で観察する。

① ②

排気

インピンジャー

ガラス製

シリコン
チューブ

シリコン
チューブ

中身は
無じん水

シリコン
チューブ

定流量
ポンプ

φ 25m/m　樹脂製
メンブランフィルター
（バックアップフィルター）

③

ガラス管

煙突

hot air

メンブランフィルター

ポンプ

通常の方法

稼動中のボイラの場合
フィルターが熱でとけてしまう陣笠

【注】インピンジャー法は熱風を採気するために臨時に実施したデータであり、
他の分析法とは異なるため単純な比較はできない。



調査内容(ハ)改修工事時等の上下階・隣室への飛散性調査

天井内除去

33

立体駐車場内除去 天井内除去

設備機械室内除去 天井内除去



（ハ） 隣室 34

建物名 室名
対象
建材

部位 建材分析結果
建物状況
（建材状況）

総繊維数
濃度
ｆ／㍑

無機質
繊維数
濃度
ｆ／㍑

分散染色に
よるｱｽﾍﾞｽﾄ
総繊維濃度

f／㍑

作業場内

650 150 64

室内

①0.5未満
②0.5未満

①－
②－

①－
②－

通路

①0.7
②0.5未満
③0.5未満

①0.5
②－
③－

①0.5未満
②－
③－

作業場内

①280
②620
③840

①320
②690
③880

①50未満
②50未満
③50未満

作業場近傍

①0.50未満
②0.50未満

①－
②－

①－
②－

事務所ﾋﾞﾙＥ 設備機械室
吹付け
ﾛｯｸｳｰﾙ

①柱
②梁
③壁

①ｸﾘｿﾀｲﾙ　0.6%
②含有無し
③含有無し

除去中

（通常）

建築物Ｇ 立体駐車場

除去中

（劣化、一部損
傷、(封じ込め
済・一部ﾏｷﾍﾞｲ
処理済)）

①含有無し
②ｱﾓｻｲﾄ　0.5%
③ｱﾓｻｲﾄ　6.7%
④ｱﾓｻｲﾄ　0.12%
⑤含有無し
⑥含有無し
⑦含有無し
⑧含有無し

①2号機　柱
②2号機　除去物
③3号機　柱
④3号機　梁
⑤3号機　壁
⑥4号機　柱
⑦4号機　梁
⑧4号機　壁

吹付けｱｽﾍﾞｽﾄ



（ハ） 上下隣接室 35

建物名 室名
対象
建材

部位 建材分析結果
建物状況
（建材状況）

総繊維数
濃度
ｆ／㍑

無機質
繊維数
濃度
ｆ／㍑

作業場内

9500 3200

作業場隣室

①5.1
②0.5未満
③0.5未満
④0.5未満
⑤0.5未満
⑥0.5未満
⑦0.5未満
⑧0.5未満

①2.5
②－
③－
④－
⑤－
⑥－
⑦－
⑧－

除去作業室出
入口

0.8 0.5未満

作業場隣室

①0.5未満
②0.5未満
③0.5未満
④0.5未満

①－
②－
③－
④－

ｾｷｭﾘﾃｨｿﾞｰﾝ前

1.7 1.6

除去作業室出
入口

1.6
1.0

作業場内

100 64

作業場隣室

①0.7
②0.5未満
③0.5未満
④1.2
⑤0.5未満
⑥0.5未満

①0.5未満
②－
③－
④0.5未満
⑤－
⑥－

吹付け
ﾛｯｸｳｰﾙ

建築物Ｈ 操作室 吹付けｱｽﾍﾞｽﾄ

除去前

（通常）

①ｸﾘｿﾀｲﾙ　1.4%
②堆積物　0.1%以下

①天井
②配管ダクト上

除去中

（通常、一部損
傷）

除去中

（通常）

屋根裏折板裏面
ｸﾘｿﾀｲﾙ　0.4％、
ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ　20％

建築物Ｉ 事務室



飛散性調査結果のまとめ(1/2)
 アスベスト含有建材が使用された建物におけるアスベスト繊
維の飛散性について調査した。

(ｲ) 吹付けアスベスト以外の建材の飛散性調査

(ﾛ) 機械室・ELVｼｬﾌﾄ・空調経路等の飛散性調査

(ﾊ) 除去作業時の隣室・上下階等の飛散性調査

 (ｲ) 煙突断熱材を使用した建物の煙突内部、煙突頂部にお
いて0.71～2.7f/L（ｱﾓｻｲﾄ）が検出された。

 (ﾛ) ボイラー稼働中の煙突断熱材を使用した建物の煙突頂
部において測定法は異なるがｱﾓｻｲﾄ繊維を検出した。

 (ﾊ) 除去作業時の隣室・上下階においてｱｽﾍﾞｽﾄ繊維は検出
限界以下であった。
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飛散性調査結果のまとめ(2/2)
 全般的には殆どの建物において、ｱｽﾍﾞｽﾄ繊維としては検出
限界以下であった。

 有意な繊維が観察された建物はすべてｱﾓｻｲﾄを含有する建
材が使用されていた。

 除去工事中では飛散防止対策が計画段階から徹底されてい
た。アスベスト除去施工計画段階で隣室・上下階等への漏洩
防止のための検討を実施することは漏洩防止に有効である

 煙突断熱材からの通常使用環境下（ボイラー等停止中及び
稼働中）において、有意なアスベスト繊維が観察された。今
後更にデータの蓄積が必要である。

 含有建材の劣化状況は今後も引き続き劣化実態を更に調査
し、より適切な劣化区分を検討する必要がある。
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